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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 ＊ 0 1 6 13 9 10 0 0 4 4 6 11 0 0
13 ＊ 0 0 5 10 1 2 4 4 5 9 0 1 1 0
14 ＊ 0 0 0 3 0 0 1 3 5 8 0 0 0 0
18 0 3 3 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
22 0 1 4 2 3 2 4 3 2 2 4 2 0 0 1
24 ＊ 1 7 4 10 5 5 1 0 7 7 1 3 2 0
32 ＊ 0 0 9 15 2 3 2 3 4 7 2 1 1 2
55 0 0 0 1 2 0 0 1 2 0 2 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 1 2 2 3 1 0 1 1 0 0 0
8 ＊ 0 5 4 11 2 3 2 2 5 7 2 1 0 0
13 0 7 3 7 0 0 1 1 3 4 0 0 0 0
19 0 1 5 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0
21 ＊ 0 3 1 5 2 2 3 2 2 4 2 1 0 0
26 ＊ 2 6 3 6 2 2 3 1 4 5 0 2 2 0
35 ＊ 0 0 8 16 3 5 2 10 6 16 2 2 1 4
55 0 0 1 5 10 0 1 1 7 2 9 1 0 0 0
61 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
99 ＊ 1 2 3 4 0 0 1 1 1 2 0 3 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
4 29 27 60 11 15 20 25 23 48 8 10 4 4
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男子 2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.06
甲南大学開始時間 13:20

会　　場 立命館大学

戦評

【総括】
リーグ戦9日目第1試合、甲南大学vsびわこ成蹊スポーツ大学の一戦。前半、甲南大学はインサイド、びわこ成蹊スポーツ大学は
アウトサイドを中心に攻めるが、要所で甲南大が固い守備力を発揮し、リードを奪って後半に入る。後半は、びわこが追い付けば
甲南大が突き放す、といった展開が終盤まで続き、甲南大がリードを保ったまま試合が終了した。

【第一ピリオド】
開始直後、びわこ成蹊スポーツ大学#35石川のシュートで先制。さらに#26中塚の3Pなどで点差を広げていく。対する甲南大学は、
#13武田のインサイド、#2岩崎のフリースローで反撃。そして中盤に入り、甲南大#32太田の連続得点でリードを奪ったところで、び
わこはタイムアウトを取る。その後は両チーム点を取り合い、21-16、甲南大5点リードで第1ピリオドを終えた。

【第二ピリオド】
びわこ#1片山のフリースローで幕を開ける。しかし甲南大は#22小栗の3P、#24藤井のフリースロー3ショットで点差を広げていく。

びわこも#8山口のバスケットカウント、#35石川のリバウンドシュートで応戦。さらにびわこ#26中塚のシュートなどで点差が縮んでい
く。だが終盤に甲南大#24藤井が3Pでその流れを切り、44-34、甲南大10点リードで折り返した。

【第三ピリオド】
開始早々、甲南大#32太田の速攻で甲南大が先制。びわこは#35石川のインサイドが機能して連続得点を奪う。これをきっかけに

びわこが流れをつかみ、速攻や#99林の3Pで点差を一気に縮める。甲南大も#22小栗のフリースローなどで反撃し、残り3分でびわ
こがタイムアウトをとると、その後甲南大は#13武田のインサイドなど、連続得点で再び点差を広げる。目まぐるしく流れが変わる展
開の中、64-56、甲南大が8点リードで第3ピリオドを終えた。

【第四ピリオド】
第4ピリオドも一進一退の攻防が続く。甲南大が#32太田のインサイド、#18木村の3Pで引き離せば、びわこは#35石川、#55久保

のインサイドでついていく。そして点差が膠着したまま終盤戦へ突入。最終盤に入っても両者の点の取り合いが続くが、甲南大が
点差を維持したまま、90-77で勝 吉廣(大阪大)

主審

関西学生バスケットボール連盟

吉廣(大阪大)戦評谷　隆正

№ Ｓ

副審 浅野祐樹
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